
２．評価期間

 令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

指定管理者 評価委員会

管理運営に係る事項

ｂ ｂ

・個別支援計画を作成し、専門的支援の充実に努めており、利用者

が自分らしく安心して生活できる環境を提供している。

・資格取得率は微増であるが、全体の6割は未資格者であるので更

なる充実が必要。

・コロナ禍にあって、オンライン研修等を取り入れ職員のスキル

アップに取り組んでいる。

・ニーズの整理表などを通じ、利用者の状況把握、支援すべき課題

への対等等に取り組んでいる。

ｂ ｂ

・アンケート結果をもとに課題の共有、点検、協議、意識づけの徹

底等適切な対応をしている。

・適切な利用者満足度調査の実施と利用者満足度の高さから評価さ

れる。

ｂ ｂ

・利用者と職員が苦情解決の共通認識を図れるよう、フローチャー

トの更新、周知を行っており、意見や苦情が述べやすい環境が整備

されている。

・苦情解決第三者委員会、人権相談会を開催し、苦情や要望等につ

いて適切に処理されている。

・新型コロナウイルス感染症対策により、大半の自主事業を中止と

したため、評価項目から除く。

ａ ａ
・日常の安全管理、管理物件等の保守管理が適正に実施されてい

る。

ｂ ｂ
・利用者が安心して生活できる環境を考慮しながら、経費節減の取

組を継続しており、適正な費用で業務が実施されている。

・新型コロナウイルス感染症対策により、大半の地域交流事業を中

止としたため、評価項目から除く。

・新型コロナウイルス感染症対策により、大半の保護者、学校、関

係施設、地域等との行事を中止としたため、評価項目から除く。
関係者、他施設等との連携

利用者への対応と創意工夫

管理物件の維持管理

維持管理の状況（a・c評価のみ）

経費の節減

啓発活動等

専門的支援の充実

自主事業の取り組み

苦情対策、トラブルの未然防止、

要望の把握・対応

サービスの向上

地域に開かれた施設運営

評価項目
評価

特記事項

隠岐広域連合立「仁万の里」

社会福祉法人 博愛（隠岐の島町）

隠岐圏域の障がい者を総合的に支援するため

指定管理者評価委員会の評価結果について

１．施設概要と状況

３．評価結果

施 設 名

指定管理者

設 置 目 的
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１．施設概要と状況

３．評価結果

施 設 名

指定管理者

設 置 目 的

ａ ａ

・火災、豪雨、地震などの自然災害に備えた避難訓練、防犯訓練な

ど各種マニュアルに基づき、安全に関する訓練等が実施されてい

る。

・事故等が発生した際は、ヒヤリハットまたは事故報告を行い、改

善策を各部署で協議するとともに、情報共有に努め、緊急時に備え

ている。

ｂ ｂ
・各種委員会を機能させ、サービス水準の向上に努めている。

・人員確保の取組みについて、事業者の努力が伺える。

ｂ ｂ

・新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、オンライン研修へ

の参加及び施設内部での研修を積極的に開催しており、研修メ

ニューは充実している。

コンプライアンス体制

法令遵守体制（a・c評価のみ） ａ ａ
・島根県実地監査について、適切に対応、是正改善しており、法令

遵守体制が確保されている。

ｃ ｃ

・収支計画に劣る実績。

・人員不足の状況にあるとはいえ、人件費増による赤字という結果

については、見通しが甘いと言わざるを得ない。

B

（12点）

B

（12点）

総合評価の目安（20点満点）　※3項目除く

Ｓ：実績が協定書等の内容や目標を上回り、優れた管理が行われたもの（16点以上）

Ａ：概ね協定書等の内容どおりの管理が行われており、適正な管理が行われたもの（13点～15点）

Ｂ：実績が協定書等の内容や目標を下回り、さらなる工夫、努力及び改善が必要なもの（8点～12点）

Ｃ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善が必要なもの（8点未満）

収支状況

人員配置体制（責任体制、配置）

人材育成

業務実施体制に係る事項

危機管理体制

総合評価

項目評価の目安

ａ：水準を上回る（2点）

ｂ：水準どおり　（1点）

ｃ：水準を下回る（0点）　

財政基盤・財務

職員研修の実施

危機管理体制（a・c評価のみ）

組織体制


